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令和７年度第１回袖ケ浦市社会教育委員会議 

 

１ 開催日時  令和７年５月２３日 午後３時００分開会 

 

２ 開催場所  長浦交流センター １階 多目的室 

 

３ 出席委員 

委 員 小泉 憲治 委 員 松井 恭子 

委 員 田中 雪夫 委 員 畠山 真一 

委 員 木村 育子 委 員 本多 清人 

委 員 花澤 辰則 委 員 稲垣 昭彦 

委 員 木曽野 真紀 委 員 小泉 康 

委 員 佐々木 眞由美 

  

４ 欠席委員 

委 員 二宮 義文 委 員 中山 正紀 

委 員 西田 隆司 委 員 岡田 康 

 

５ 出席職員 

教育長 鴇田 道雄 生涯学習課長 長谷川 秀明 

スポーツ振興課長 大久保 治彦 市民会館長 島田 宏之 

中央図書館長 柏木 喜男 郷土博物館主幹 桐村 久美子 
生涯学習課副課長 
（文化振興班長） 

田中 大介 
生涯学習課 
（社会教育班長） 

君塚 和枝 

生涯学習課主任主事 白石 真優 生涯学習課主事 亀井 翔太 

 

６ 傍聴定員と傍聴人数 

傍聴定員 ５人 

傍聴人数 ０人 

 

７ 議題 

（１）令和７年度袖ケ浦市社会教育関係団体補助金について 

 

８ 報告・連絡 

 （１）令和６年度社会教育（体育）事業の実施報告について 

 （２）令和７年度教育基本方針及び目標について 

 （３）第４４期（令和７年度）市民三学大学講座について 

 （４）令和７年度袖ケ浦市青少年健全育成推進大会について 

 （５）委員の推薦について 

 （６）今後の事業の実施予定について 
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   ・７年度企画展Ⅰ「村の暮らしと一大事」 

   ・ミュージアムフェスティバル 

 

９ その他 

 ・令和７年度社会教育委員の年間活動計画について 

 

１０ 議事 

議題（１）令和７年度袖ケ浦市社会教育関係団体補助金について 

    【資料３ページから１０ページを説明】 ・・・・・・・・事務局白石 
 

田中委員長 : 質疑等あるか。 

小泉(康)委員 : ターゲットバードゴルフ協会は何年前くらいから補助してい

るのか。総事業費は高いが、参加者は多くないように思う。 

音楽協会と同じくらいの補助額になっている。いろいろなサー

クルや協会がある中、ターゲットバードゴルフが加入してきた

理由や、以前より新しく団体を作るなど話し合っていたが、そ

の辺りの検討はどうなのか。 

白石主任主事 : ターゲットバードゴルフについては、レクリエーション協会に

所属していたものが派生して独立したものである。補助額につ

いては、１０月に各団体へヒアリングを実施し、令和７年度事

業予定を確認した上で検討をしている。 

小泉(康)委員 : 以前の話だと、ターゲットバードゴルフを普及させたいという

ことでの申請だったと聞いている。例えば、ボッチャなど新し

く浸透している種目もあるので、補助金の検討も必要なのでは

と思う。他の団体にも対象の可能性があるという働きかけをし

ても良いのではないか。 

佐々木委員 : 所属しているのは１１団体だけなのか、補助金を申請していな

くとも団体協会に加入している団体もあるのか。加入している

団体は補助金申請が可能だが、申請しないと今後、団体から抜

けていくのか。 

事務局については、要素が違うので同じ市からの予算按分の中

に事務局があるのがおかしいと感じた。 

長谷川生涯学習課長 

 

 

: 社会教育関係団体には１１団体が所属している。事業費を補助

金で全部賄っている訳ではなく、自主財源で行っている部分も

ある。今年度は申請がなかったが、サッカー協会は関係団体か

ら外れる訳ではない。協会には残りたいが補助金はいらないと

いう事で申請をいただいている。 

松 井 委 員 : ターゲットバードゴルフについては他の団体に比べ認知度が

低く感じる。活動内容の規模感が伝わりづらい。市民に向けて

開かれた活動、社会教育に貢献いただいているアピール方法も

考えてもらいたいと思う。 
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田中委員長 : 質疑終了とし、採決を行う。議題（１）について、承認される

方の挙手を求める。 

  （全員賛成） 

田中委員長 : 全員賛成のため、議案（１）は承認とする。 

 

 

報告・連絡（１）令和６年度社会教育（体育）事業の実施報告について 

    【資料１１～２４ページ及び別冊「生涯学習の記録」を説明】 

      ・生涯学習課事業（社会教育班分）・・・・・・・・・・事務局君塚 

      ・生涯学習課事業（文化振興班分）・・・田中副課長(文化振興班長) 

      ・市民会館・公民館事業・・・・・・・・・・・・・島田市民会館長 

      ・郷土博物館事業・・・・・・・・・・・・・・桐村郷土博物館主幹 

      ・図書館事業・・・・・・・・・・・・・・・・・柏木中央図書館長 

      ・スポーツ振興課事業・・・・・・・・・・大久保スポーツ振興課長 
 

田中委員長 : 質疑等あるか。 

小泉(康)委員 : 公民館関係について、人気のない講座をやめて新しい事をやり

たいという事だが、アンケート等の要望について検討するの

か。園芸やウォーキング、音楽関係など全体的な構想を持ちな

がらうまい具合に配置して講座をやれないものか。 

郷土博物館関係について、展示に一人で行ってもよく分からな

い。ボランティアガイドが定期的に説明してくれるなど、身近

な博物館の人から説明してもらえるシステムがあると良いと

思う。 

図書館関係について、読みたい本がたくさんある。検索すると

上階の書庫内にあることが多い。生の本を見ないと分からない

部分があり、考えてほしい。 

スポーツ振興関係について、臨海スポーツセンターのプールは

どうなったのか。 

島田市民会館長 : 講座自体をやめるのでなく、各回の参加者が少ない回があるの

で、テーマや実施時期、時間を変える工夫などして参加者をよ

り増やす形を考えている。園芸などは都市部型で考えるのは良

いかと思うので、諸所調整をしながら今後検討していきたい。 

ウォーキングは歩くことが先行してしまうので講座化するの

はやや難しいと思う。 

音楽は範囲が広く、楽器演奏や歌う方のサークルは既にある。

音楽グループ等は場所を探して個人で借りていくスタンスが

多いので、定期的にというのは難しいが、皆さんの中でこのよ

うに広げてほしい要望があれば検討もしていきたいと思う。 

市民会館だと詩吟が人気ある。 
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桐村郷土博物館主幹 : 現在、専門職員がタイムリーに解説するのは難しいが、質問等

があった時には極力、職員が対応できるように努めている。 

市民学芸員というボランティアがあり、まだまだ定着していな

い。今後も解説育成はしていきたいと考えている。 

柏木中央図書館長 : 資料購入事業だが、新刊はあらゆる世代から分野について司書

が日本中の本の動き等を考えて購入している。 

専門的な本が入っている場合もあるが、一般の方にも見やすい

よう本屋大賞受賞作品などは入れるよう努力をしている。 

専門的なもの、見たいものがある時は、まずはレファレンスコ

ーナーに相談いただきたいが、限られた予算の中で選書会議し

てやっているのでご理解いただければと思う。日本全国に図書

館ネットワークもあり、県内であれば取り寄せも可能となって

いる。 

今後、リクエストの多いもの、新刊などは、皆さんが見やすい

展示をしながらＰＲしていきたいと考えている。 

書庫内の本については、これは閉所棚というが、他図書館では

すぐに廃刊で捨ててしまうと聞いている。当館でも全く動きの

ない本は書庫に持っていくが、極稀にテレビ等で取り上げられ

た絶版書などのリクエストもあるため、できる限り対応するよ

うにしている。 

大久保スポーツ振興課長 : 水泳に関しては、全員が取り組んでおり、中川小以外は自校プ

ールで、中川小はセントラルスポーツクラブへ委託して水泳カ

リキュラムを実施している。 

臨海スポーツセンタープールは、２年程停止している。この敷

地全体の利活用について、市で検討している。長浦地区の活性

化も含め、今年度に調査をする予定である。 

小泉(憲)委員 : 学校では、水泳関係はカリキュラムがあり、着衣泳は高学年で

必ず実施している。中学校は水泳がないことで方針が出てい

る。 

図書館関係では、学校図書室の後ろに市図書館があり、本の物

流システムが長けているので非常にありがたい存在だと思っ

ている。調べ学習など数多くの援助があり、助かっている。 

公民館講座について、公民館の課題は結構重なっていると思う

が、単館の成績みたいな難しさもあるかもしれないが、園芸な

どは土地柄の強みの部分で、その講座はここでやれるという特

徴があっても面白いと思う。 

島田市民会館長 : ５館で参加人数を競う事はしていない。設立時に五館構想でス

タートし、それぞれテーマを決めて実施しているが、年月の経

過と共にややぼやけてきている感じはある。地元の方々にして

みれば、自宅に近い館の五館構想のイメージについて、テーマ

から外れた部分もあると感じている所もあると思う。 
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ただ、他地区の人が参加できないことはなく、市民であればど

この公民館、どこの講座でも参加できる形で運営している。 

佐々木委員 : 放課後子供教室について、資料の数字を見ると昭和小のもりの

こクラブの利用者が少なくなっていると感じる。せっかくの機

会なので多くの昭和小の子が利用できるような事業内容を考

えてもらいたいと思う。 

小泉(憲)委員 : 参加人数をあげる方法はあるとは思うがどうか。 

白石主任主事 : 長浦小のやかたっ子広場に比べ差が出てきている理由として

は、学童との関わり方がある。昭和小は学童が敷地外にも点在

しているため、安全上、参加が難しいと聞いている。ただ、楽

しみにしている子も多いので、その辺りについても学童と話し

合いをしていきたいと考えている。 

小泉(憲)委員 : 学童との関わりなどいろいろと難しさがあると理解した。 

 

報告・連絡（２）令和７年度教育基本方針及び目標について 

    【資料２５～３９ページを説明】 ・・・・・・・・・・・事務局君塚 
 

田中委員長 : 質疑等あるか。 

小泉(康)委員 : 昨年から交流センターとなっているが、言葉の使い方はこれで

合っているのか。「公民館講座」という表現になっている。 

事務局君塚 : 交流センターは教育委員会が補助執行の形をとっているので、

公民館講座という表現で問題ない。 

島田市民会館長 : 場所が交流センターという形で、講座等は教育委員会の指導の

下で行っていくので公民館講座となる。 
 

報告・連絡（３）第４４期（令和７年度）市民三学大学講座について 

    【資料４０、４１ページを説明】 ・・・・・・・生涯学習課 亀井主事 
 

田中委員長 : 質疑等あるか。 

小泉(康)委員 : この主旨の中に市民三学大学講座の位置づけがあまりないよ

うに感じる。以前の検討会時に回数が減る理由として生涯学習

の入口になって、そこから更に広く発展していくという事で受

けとめたが、そういう「押さえ」がないと感じる。これをきっ

かけに市のいろいろな講座に参加してほしい、そういう形にな

っているべきと思っているがどうか。 

佐々木委員 : それについては、必ずしも三学大学講座を起点として、それを

掘り進めるための講座を設けるだけではないということにな

ったのではないか。市民が必要と思っているテーマに沿った講

演をしてもらえていると感じる。講演を聞いて、考えを広げて

いくことが一歩になると思う。 

小泉(康)委員 : 三学大学講座を紹介する段階で何か投げかけられるようにす

るべきだと思う。ポスターに記載でも良いし、大会進行時に話
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しても良いと思う。 

事務局君塚 : 小泉委員が要望されていることは、表現が少し違うが、実施要

項の主旨の部分に含まれている。主旨が分かりやすいように当

日の大会でも伝えていきたいと考えている。 

 

報告・連絡（４）令和７年度袖ケ浦市青少年健全育成推進大会について 

    【資料４２～４３ページを説明】 ・・・・・生涯学習課 白石主任主事 
 

田中委員長 : 質疑等あるか。 

 :  質疑なし 

 

報告・連絡（５）委員の推薦について 

    【資料４５～４８ページを説明】 ・・・・・・・・・・・事務局君塚 
 

田中委員長 : 質疑等あるか。 

 :  質疑なし 

 

報告・連絡（６）今後の事業の実施予定について【別紙により説明】 
 

 ・７年度企画展Ⅰ「村の暮らしと一大事」 ・・・・・・ 桐村郷土博物館主幹 

 ・ミュージアムフェスティバル ・・・・・・・・・・・ 桐村郷土博物館主幹 

 ・オルカ鴨川ＦＣ ホームゲーム ・・・・・・・・・・ 大久保スポーツ振興課長 
 

田中委員長 : 質疑等あるか。 

 :  質疑なし 

 

１１ その他 

 ・令和７年度社会教育委員の年間活動計画について 

    【資料４９ページを説明】 ・・・・・・・・・・・・・・事務局君塚 
 

田中委員長 : 質疑等あるか。 

 :  質疑なし 

 

 

午後５時００分閉会 
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